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跡姉わ軒賄紅雌論胸耀翡雌猟解町４」“。っ賓詢“難

援
の
環
境
と
学
校
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

聰
三
轟
総
合
病
続
の
議
科
・小
児
科
の
聴
状
に
つ
い
て
伺
う
。

け
爆
弯
ｍ
。鰺
穫
国
の
特
機
児
童
は
ど
の
く
ら
い
い
て
、

理
戦
を
ど
の
よ
う
筵
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

け
最
逓
で
は
、
Ｏ
畿
児
受
け
入
れ
の
要
望
が
多
い
と
思
う

が
、
国
の
権
策
で
あ
る
認
定
こ
ど
警
園
を
増
や
す
必
要

が
趾
る
と
考
え
る
が
、市
の
考
え
を
同
う
。

瘍
爆
膏
士
不
足
が
各
地
で
叫
ば
れ
て
い
る
が
現
状
に
対

し
て
菫
轟
繭
の
対
応
を
伺
う
。
　

一

け
爆
奮
士
の
適
菫
配
置
に
つ
い
て
伺
う
。

鯰
小
申
学
校
教
員
の
遇
重
労
働
に
つ
籟
て
伺
う
。

鶉
聯
じ
め
・不
量
絞
。ひ
き
こ
も
り
同
題
に
つ
い
て
伺
う
。

聰
公
共
鱚
域
の
入
Ｅ
Ｄ
設
置
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

け
朦
構
鷺
援
の
購
状
と
展
望
に
つ
い
一
伺
う
。

三
島
市
は
２７
日
、
常
勤
医
師
を
確
保
で
き
ず
新

生
児
の
受
け
入
れ
な

ど
を
見
合
わ
せ
て
い
る
同
市
の
三
島
総
合
病
院
周
産
期
セ
ン
タ
」
に

つ

い
て
、
現
在
在
籍
す
る
常
勤
医
師
が
１
人
の
み
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か

家
製

ヽ炒

髪

時
愕

聯

罐

的
ガ

ニ

科
の

２

曼

局

適

讐

）

の
質
問
に
対
し
、
人
材
を

確

保

で

き

な

い

原

因

に

医

師

の
地

域

偏

在

を

挙

げ
、

「厳

し

い

状

況

が

続
い
て
い
る
。
関
係
機
関

と

連

携

し
、

早

期

稼

働

を
目
指
し
た
い
」
と
述

べ

た
。同
セ
ン
タ
ー
は
開
設
準

備
段
階
か
ら
医
師
確
保
が

難
航
し
、
一〓
た
よ
り
約
半

年
遅
れ
で
開
業
し
た
。
還

営
者
は
墾
立
行
採
伍人
地

域

医

療

機

能

推

進

機

構

（Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
）
。

旅
行
者
や
市
民
・企
業
か
ら
選
ば
れ
る
都
市
を
目
指
す
施

策
に
つ
い
て
伺
う
。

け
鬱
年
度
よ
り
、
ま
ら
づ
く
り
難
晦
鬱雛
爾
轟
撥
部
門
丁
瞳

業
振
興
郡
間
を
続
撼
す
る
小
壌
副
蒲
長
に
、
磯
の
全
般
の

取
り
組
み
。熱
意
・滅
果
を
飼
う
。

聰
三
轟
駅
蒙
西
衝
区
轟
爾
％
の
た
醸
饉
駅
前
に
ま
ち
づ

く
り
市
民
相
談
璽
闘
設
に
つ
い
て
蠅
う
。

０
２
０
遊
◎
筆
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
・パ
ラ
リ
ン
ピ
ツ
ク
に
向
け

て
ス
ポ
ー
ツ
。文
化
。畿
濾
振
鶉
轟
簾
鍾
つ
い
て
同
う
。

躊
鰺
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⑪
畿
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⑪
戌
蜀
涵
鸞
栃
魃

２
０
２
０
年
ま
で
あ
と
３
年
で
あ
り
ま
す
が
、
本
市
と
し

て
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
・パ
ラ
リ
ン
ピ
ツ
ク
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

や
本
穣
０
取
り
綴
み
鍾
つ
聯
て
何
彗
ま
す
。

け
馨
繭
鬱
確
誘
致
等
の
融
つ
鰻
み
に
つ
い
て
蠅
り
ま
す
。

け
市
内
は
光
警
誘
致
鍾
つ
猥
て
彎
い
ま
す
。

膠
中
心
市
衛
地
の
騒
性
化
筵
つ
恥
て

０
薫
轟
駅
圃
遷
の
董
麺
利
爾
鍵
饉
諦

画
に
つ
籟
て
伺
い
ま
す
。

０
次
世
代
を
見
据
え
た
子
供
た
ち
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
蠅
掛
ま
す
。

問
題
の
あ
る
特
定
空
き
家
等
の
対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

瘍
本
市
の
Ｍ
状
饉
つ
懸
て
蠅
彗
験
す
。

け
特
定
雷
審
家
饉
対
し
て
の
描
置
に
つ
い
て
同
籟
議
す
。

け
菫
き
家
バ
ン
グ
に
つ
い
て
蠅
掛
畿
す
。

磋
宣
き
家
ワ
シ
ス
ト
ッ
プ
意
間
の
爾
畿
慮
つ
輔
て
縄
聯
譲

す
。

第
４
次
三
島
市
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
を
基
に
、
市
政

の
発
展
や
安
定
的
な
財
政
運
営
を
す
る
た
め
の
予
算
編

成
に
つ
い
て
伺
う

１
．予
算
編
成
の
指
標
及
び
評
価
に
つ
い
て
伺
う
。

２
．ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ー
の
都
市
基
盤
整
備
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。　
　
　
　
　
　
　
・

０
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ー
の
推
進
に
つ
い
て

②
三
島
市
駅
前
東
街
区
の
開
発
に
つ
い
て

０
三
ツ
谷
工
業
団
地
の
費
用
対
効
果
に
つ
い
て
に
つ
い
て

０
高
齢
化
社
会
の
公
共
交
通
機
関
に
つ
い
て
に
つ
い
て

０
ご
み
最
終
処
分
場
の
進
展
に
つ
い
て

０
ご
み
少
量
排
出
事
業
の
進
展
に
つ
い
て

３
．将
来
の
三
島
市
を
支
え
る

「ひ
と
づ
く
り
」
に
つ
い

て
伺
う
。

●
青
少
年
の
社
会
教
育
に
つ
い
て

②
少
年
の
船
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

０
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て

０
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

０
２
次
周
産
期
医
療
機
関
に
つ
い
て

０
母
子
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

４
．子
育
て
。福
祉
の
充
実
や
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

つヽ
。

●
高
齢
者
の
認
知
症
や
虐
待
等
に
つ
い
て

②
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

０
交
流
人
□
客
の
増
加
に
伴
い
市
の
影
響
に
つ
い
て

０
市
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て

０
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
促
進
に
つ
い
て
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1鰐珈輻塗装

1詈詈綸ミ曇言景稽罵鷺ヒし寄贈

活動 Fな―R饒
[活動の一部を報告します ]

地元ソフトボールチーム

徳倉パワーズ顧間として

県大会優勝報告、静岡県代表で
全国大会出場市長表敬訪間

1晶暮唇表曼置暴再
支音Б
 I雷秀理天曇躁

1営置陥 逼媒要
レ大会

1覇曇量画して執務中

1量

1素量房災訓練


